令和元年度第２回
大阪府市公立大学法人大阪評価委員会

議事要旨
１　日時　令和元年７月19日（金）午後１時～

２　場所　大阪市役所　屋上階（Ｐ１）会議室
３　出席委員　馬場委員長、田辺委員、戸部委員、平野委員

４　議事内容
（１）公立大学法人大阪府立大学平成30年度業務実績及び第三期中期目標期間業務実績に係
る評価について
· 平成30年度業務実績の評価結果（素案）について説明があり、記載内容について審議が行われた。
· 審議において、自己評価について改めて法人から説明が行われた後、質疑応答、　　小項目評価・大項目評価等についての審議が行われた。
· 審議において、法人の財務状況について、委員より意見があった。
· 第三期中期目標期間業務実績評価に係る評価結果（素案）について説明があり、　　記載内容について審議が行われた。
　　＜主な意見＞
· 大項目「３－１　教育研究等の質の向上」については、「全体的にはおおむね計画　　どおり」を基本とし、記載内容については付記意見などを検討する。
· 高専の教育の質保証の小項目の自己評価について、項目名に対する評価の印象が　誤解を招かないよう、問い合わせ等に対し説明できるように準備をお願いする。
· 大項目「３－２　業務運営の改善」の項目については、小項目評価の数で判断するとC評価（やや遅れている）となるが、その他の項目が計画通り実施されており、全体的に判断しB評価（おおむね計画どおり）とし、付記意見を検討する。
· 財政状態については、当期総利益を計上しており、資金的な面でも特に問題はない。
当期総利益については、外部資金・収益の獲得に努めており、法人の経営努力が　　計画を順調に進められた結果現れていると認識できる。
· その他業務運営に関する重要目標の小項目の自己評価については、施設設備の整備の取組みが◎評価（計画記載内容を上回る実績）、コンプライアンス・リスクマネジメントの取組みが○（計画どおりの実績）ということで、総合的に勘案してⅣ評価（計画を上回って実施している）とするが、リスクマネジメントについては、入試ミスにおける適切な事後対応だけでなく、入試ミスが大学運営にとって大きな問題であることを踏まえた付記意見を検討する。
· 性質の異なる取組みを1つの項目に括っているところもあるが、評価が難しい。今後、整理が必要と考える。
以上
府大分








